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下,CPCレジン)を調整した｡歯のモデルとして合成アパタイ ト焼結体 (アパタイ ト)を
用い,CPCレジンをアパタイ トの片面に薄くコー トして光照射にて重合硬化させた｡















5.試験体からの CPCの溶出量の柵定 :試験体を蒸留水に浸漬し,蒸留水中に溶出した cpC
量を紫外分光光度計にて測定した｡














































2)0.2%CPC/ 0.2%mono-n-dodecylphosphate (DDP) 以 上 ま た は 0.3%CPC/
0.3%10-methacryloyloxydecyldihydfogenPhosphate(MDP)以上の濃度でSmの増
殖が抑制された｡CPC/DDPは5分の処理でSmの増殖を抑制したのに対し,CPC
/MDPは60分でも抑制できず,MDPよりもDDPの方がアパタイ トと早期に相互
作用し,抗菌効果を発揮した｡
3)水晶発振子マイクロバランス法で測定すると,cpC溶液ではほとんど周波数が変
化しなかったのに対し,リン酸化プルランとCPCの混合液では著しく低下し,洗
浄によって徐々に戻った｡CPC処理の試験体にはSmが増殖したが,0.01%CPC/･
0.01%リン酸化プルラン処理のでは増殖は抑制された｡Aaに対しても同様の効果
が得られた｡抗菌効具はCPCとリン酸化プルランの配合比率に左右される｡
これらのことから,リン酸化プルランが歯質-のCPCの担体として極めて優れた性
能を有していることを明ら･かにし,CPCを効率的に歯質上に滞留させるようなDDSの
臨床応用への可能性が示唆されているO
以上の成果から,本申舘論文は博士 (歯学)の学位論文として価値があるものと判
断した｡
